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影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
│
│
影
印
高
麗
版
を
中
心
と
し
て
│
│松　
永　
知　
海
は
じ
め
に
　
近
代
に
お
け
る
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
三
国
で
編
纂
さ
れ
た
大
蔵
経
は
、
相
互
に
影
響
し
て
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、
大
正
蔵
経
）
の
編
纂
に
か
か
わ
る
経
緯
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
影
印
版
大
蔵
経
の
編
纂
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
　
大
正
蔵
経
は
仏
教
研
究
に
と
っ
て
基
本
叢
書
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
正
蔵
は
『
高
麗
版
大
蔵
経
』（
以
下
、
高
麗
蔵
経
と
略
称
）
を
底
本
に
し
て
、
宋
版
・
元
版
・
明
版
の
四
本
に
隋
・
唐
・
敦
煌
写
本
な
ど
と
も
校
合
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
も
大
正
蔵
経
を
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
て
入
力
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
校
勘
を
検
証
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
異
口
同
音
に
指
摘
さ
れ
、
新
た
な
大
蔵
経
の
編
纂
が
叫
ば
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
大
正
蔵
経
の
編
纂
の
経
緯
を
改
め
て
概
説
す
る
と
と
も
に
、
影
印
版
大
蔵
経
の
問
題
点
を
明
示
し
、
さ
ら
に
今
後
の
大
蔵
経
の
検
証
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。
四
三
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
【
1
】
大
正
蔵
経
編
纂
の
経
緯
　
大
正
蔵
経
は
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
無
い
時
代
に
金
属
活
字
印
刷
で
大
正
一
三
年
（
一
九
二
三
）
よ
り
刊
行
が
始
ま
り
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
ま
で
の
僅
か
一
一
年
間
で
完
成
し
た
。
正
蔵
部
は
五
五
巻
、
続
蔵
部
は
三
〇
巻
、
図
像
部
は
一
二
巻
で
、
目
録
部
三
巻
を
加
え
て
全
一
〇
〇
巻
で
あ
り
、
基
本
的
に
Ｂ
5
版
三
段
組
み
、
一
段
二
九
行
一
行
一
七
字
で
各
冊
約
一
〇
〇
〇
頁
の
大
冊
で
あ
る
。
　
そ
の
底
本
は
、
日
本
の
東
京
増
上
寺
の
高
麗
蔵
経
で
あ
り
、
対
校
本
と
し
て
同
じ
く
増
上
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
宋
・
思
溪
版
、
元
・
杭
州
版
・
山
内
寺
院
（
現
在
、
東
京
酉
蓮
社
所
蔵
）
の
明
・
萬
暦
版
の
三
本
や
、
敦
煌
写
経
や
日
本
に
伝
わ
る
聖
語
蔵
を
は
じ
め
と
し
た
古
写
経
、
梵
本
・
蔵
本
・
巴
本
な
ど
も
参
照
し
て
い
る
。
　
大
正
蔵
経
の
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
小
野
玄
妙
の
「
刊
行
経
過
要
略
」
に
詳
し
い
。
以
下
、
そ
の
記
述
に
よ
っ
て
抄
出
し
て
み
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
困
難
な
状
況
を
幾
た
び
も
乗
り
越
え
て
完
結
さ
せ
た
興
奮
と
気
概
と
達
成
感
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
新
修
大
藏
經
は
正
當
に
本
日
を
以
て
全
八
十
五
巻
三
千
五
十
三
部
一
萬
壹
千
九
百
七
十
巻
の
開
版
を
終
了
し
た
。
前
期
後
期
を
通
じ
て
毎
巻
平
均
約
九
百
五
十
頁
、
總
頁
數
八
萬
六
百
三
十
四
頁
、
此
の
他
に
附
帶
出
版
と
し
て
昭
和
法
寶
總
目
録
二
巻
（
未
完
）、
三
十
八
部
九
十
八
巻
、
二
千
六
十
二
を
印
行
し
た
、
前
と
合
し
て
都
計
八
十
七
巻
、
三
千
九
十
一
部
、
一
萬
二
千
六
十
八
巻
、
八
萬
二
千
六
百
九
十
二
頁
の
大
發
刊
で
あ
る
。
去
る
大
正
十
一
年
八
月
以
來
滿
十
箇
年
の
長
時
日
を
費
し
て
奮
闘
努
力
漸
く
に
し
て
完
結
す
る
に
至
つ
た
も
の
、
昭
代
に
於
け
る
最
高
の
文
化
事
業
と
し
て
、
世
界
に
於
け
る
最
大
の
出
版
事
業
と
し
て
内
外
四
四
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
識
者
の
驚
喜
と
賞
讃
の
う
ち
に
、
豫
期
以
上
の
好
成
績
を
収
む
る
こ
と
を
得
て
、
之
に
過
ぎ
た
る
幸
慶
は
な
い
。
今
茲
に
本
事
業
の
終
局
に
際
し
、
創
業
當
初
よ
り
、
十
年
一
日
の
如
く
終
始
直
接
間
接
に
本
事
業
を
翼
賛
し
、
多
大
の
援
護
を
賜
り
し
會
員
並
に
内
外
の
援
護
者
諸
氏
に
向
つ
て
深
く
感
謝
の
微
志
を
表
す
る
た
め
、
新
編
の
總
目
録
と
會
員
並
に
内
外
援
護
者
芳
名
録
と
を
印
行
し
、
紀
念
と
し
て
捧
呈
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
機
會
に
於
て
本
編
修
刊
行
事
業
の
今
日
ま
で
の
經
過
に
就
き
極
め
て
簡
單
に
御
報
告
申
上
げ
た
い
と
思
ふ
。
　
周
知
の
よ
う
に
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
に
日
本
の
関
東
地
方
を
揺
る
が
せ
た
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
震
災
と
そ
れ
に
起
因
す
る
火
災
と
で
日
本
の
中
枢
は
大
打
撃
を
蒙
っ
た
が
、
そ
の
前
年
の
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
の
初
夏
、
東
京
帝
大
（
現
・
東
京
大
学
）
の
梵
文
学
教
室
で
高
楠
順
次
郎
（
後
に
こ
の
出
版
事
業
の
都
監
と
な
る
）
を
囲
み
雑
談
の
中
、
当
時
販
売
さ
れ
て
い
た
縮
刷
蔵
経
が
高
額
で
あ
り
さ
ら
に
入
手
も
困
難
な
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
安
価
な
大
蔵
経
で
古
写
経
と
の
対
校
の
必
要
性
も
兼
ね
備
え
た
大
蔵
経
と
し
て
大
正
蔵
経
は
企
画
さ
れ
た
、
と
い
う
。
翌
年
一
月
に
は
編
修
に
と
り
か
か
り
三
月
に
は
目
録
を
作
り
成
案
を
得
て
、
四
月
八
日
に
は
芝
増
上
寺
閲
蔵
亭
で
底
本
と
な
る
高
麗
蔵
経
、
校
本
の
宋
思
渓
版
・
元
杭
州
版
・
明
萬
暦
版
の
四
本
の
校
合
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
仏
誕
生
会
で
あ
り
、
第
一
巻
の
阿
含
部
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
校
合
者
の
一
人
に
後
に
述
べ
る
山
崎
精
華
も
い
た
。
　
さ
て
、
大
正
蔵
経
の
特
徴
と
し
て
は
、
当
初
四
点
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
（
1
） 
宋
代
一
切
経
初
版
以
前
の
写
経
、
即
ち
隋
唐
の
写
経
（
天
平
、
敦
煌
写
経
）
を
主
と
し
て
対
校
す
る
。
（
2
） 
縮
刷
一
切
経
総
一
九
〇
八
部
八
四
一
五
巻
の
外
に
日
本
、
朝
鮮
、
敦
煌
発
見
の
釈
論
、
続
蔵
中
の
研
究
に
枢
要
な
る
も
の
、
日
本
撰
述
の
も
の
、
碑
銘
類
、
記
伝
類
等
、
凡
そ
七
〇
部
六
五
九
巻
を
新
加
す
る
。
（
3
）
各
方
面
専
門
家
の
校
正
を
主
体
と
す
る
。
四
五
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
（
4
）
四
号
活
字
四
六
倍
版
西
洋
綴
と
す
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
五
月
末
か
ら
は
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
・
東
京
国
立
博
物
館
）
の
別
室
で
正
倉
院
聖
語
蔵
の
古
写
経
を
は
じ
め
各
地
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
古
写
経
と
の
競
合
が
開
始
さ
れ
た
。
さ
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
同
年
九
月
に
大
震
災
が
あ
っ
た
が
、
各
校
合
所
・
印
刷
所
な
ど
は
罹
災
を
免
れ
原
稿
等
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
発
行
元
の
新
光
社
が
全
焼
し
て
高
楠
が
全
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
高
楠
家
の
一
室
に
仮
事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
。
平
成
一
八
年
内
閣
府
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
死
者
一
〇
五
三
八
五
人
、
全
潰
全
焼
流
失
家
屋
二
九
三
三
八
七
戸
に
も
上
り
関
係
者
の
中
に
罹
災
者
も
多
く
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
大
事
業
に
対
し
て
異
論
も
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
が
、
翌
年
（
一
九
二
四
）
五
月
第
一
巻
が
配
本
さ
れ
た
。「
そ
の
間
百
難
簇
出
で
、
編
修
に
經
營
に
極
度
の
苦
勞
を
し
た
。
…
…
高
楠
先
生
の
辛
苦
は
實
に
想
像
を
し
て
も
恐
ろ
し
い
程
の
こ
と
で
あ
つ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
ま
で
は
毎
月
一
冊
づ
つ
発
行
し
た
が
、
第
五
三
回
配
本
の
事
彙
部
下
で
は
一
三
〇
〇
〇
の
新
字
母
を
雕
る
こ
と
に
な
り
三
か
月
を
要
し
た
と
い
う
。
　
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
に
第
五
五
巻
目
録
部
を
刊
行
し
、
大
正
蔵
経
の
正
蔵
が
完
結
し
、
そ
の
検
索
の
便
を
図
る
た
め
に
昭
和
法
宝
目
録
を
同
年
八
月
ま
で
に
二
冊
出
版
し
た
。
　
翌
月
の
九
月
か
ら
続
蔵
に
着
手
、
日
本
撰
述
の
章
疏
、
宗
典
、
図
像
等
を
主
に
敦
煌
、
朝
鮮
並
び
に
新
発
見
の
古
逸
章
疏
を
加
え
二
八
巻
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
理
由
か
ら
図
像
部
を
別
巻
と
し
、
内
容
の
充
実
の
た
め
に
三
〇
巻
に
す
る
編
修
に
変
更
し
た
。
そ
れ
ら
の
内
、
第
八
四
巻
悉
曇
部
や
真
言
宗
事
相
部
の
整
版
は
、
字
彙
部
と
同
様
の
難
出
版
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
そ
し
て
最
終
的
に
は
全
一
〇
〇
巻
の
一
大
叢
書
と
し
て
完
成
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。
小
野
玄
妙
は
残
さ
れ
た
付
帯
事
業
と
し
て
①
図
像
部
の
叢
刊
、
②
目
録
の
輯
成
、
③
索
引
の
新
纂
に
つ
づ
け
て
④
未
発
見
典
籍
や
未
入
手
典
籍
、
更
に
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
四
六
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
書
名
を
挙
げ
て
、
今
後
ど
う
し
て
も
補
遺
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
補
続
刊
行
の
事
業
を
加
え
て
い
る
。
図
像
部
の
発
刊
か
ら
③
索
引
に
つ
い
て
は
そ
の
後
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
④
補
続
事
業
に
つ
い
て
は
個
々
に
は
補
完
出
版
が
あ
る
も
の
の
、
学
界
を
挙
げ
て
の
補
続
事
業
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
課
題
と
い
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、「
刊
行
経
過
要
略
」
か
ら
経
緯
を
抄
出
し
た
。
そ
の
最
後
は
関
係
者
一
覧
の
芳
名
を
掲
載
す
る
。
一
覧
の
は
じ
め
に
は
都
監
高
楠
順
次
郎
・
渡
邊
海
旭
の
二
名
、
編
輯
部
と
し
て
小
野
玄
妙
・
和
泉
得
成
の
二
名
を
挙
げ
て
い
る
。
校
合
部
四
七
名
、
編
輯
校
正
部
五
四
名
、
散
在
校
合
三
五
名
、
加
点
加
註
五
〇
名
、
目
録
索
引
並
図
像
部
七
名
、
経
営
部
九
名
、
装
釘
部
に
は
植
木
製
本
部
、
職
工
長
、
終
装
部
、
縹
紙
部
、
押
箔
部
、
整
葉
部
、
打
綴
部
刷
本
部
、
折
紙
部
、
配
本
部
、
和
本
部
制
本
所
な
ど
総
計
一
五
九
名
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
外
護
者
芳
名
（
経
本
借
用
）
と
し
て
一
三
三
の
機
関
・
寺
院
・
個
人
の
芳
名
、
最
後
に
内
護
者
（
資
金
借
用
並
寄
贈
）
と
し
て
三
九
の
機
関
・
個
人
の
芳
名
を
挙
げ
て
関
係
者
へ
の
感
謝
を
記
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
は
、
各
巻
の
奥
付
に
そ
の
名
を
み
る
人
々
も
含
ま
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
印
刷
に
関
わ
る
整
版
や
製
本
や
経
営
に
関
わ
る
い
わ
ゆ
る
裏
方
の
人
び
と
で
あ
り
、
震
災
や
活
字
新
雕
と
い
う
技
術
や
経
営
困
難
な
ど
の
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
て
協
力
し
、
完
遂
し
た
そ
れ
ら
の
方
々
に
向
け
ら
れ
た
感
謝
を
大
蔵
経
目
録
の
巻
尾
に
記
し
、
そ
の
辛
苦
を
労
っ
て
い
る
。
　
上
記
の
よ
う
に
、
全
一
〇
〇
巻
が
編
纂
さ
れ
た
が
、
第
一
巻
の
刊
行
（
一
九
二
三
）
か
ら
正
蔵
の
五
五
巻
ま
で
、
金
属
活
字
印
刷
の
整
版
で
足
か
け
七
年
足
ら
ず
で
刊
行
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
頻
伽
蔵
経
の
原
稿
本
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
（
1
四
七
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
【
2
】
そ
の
検
証
　
方
廣
は
具
体
的
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
大
正
蔵
経
に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。
そ
の
「
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
視
野
に
お
け
る
『
大
正
蔵
』」
で
は
、
大
正
蔵
経
の
『
四
分
律
』・
四
十
巻
本
『
華
厳
経
』・『
那
先
比
丘
経
』
を
例
に
高
麗
蔵
経
と
比
較
し
た
植
字
の
錯
誤
率
を
記
し
て
い
る
。
中
で
も
、『
那
先
比
丘
経
』
下
巻
に
つ
い
て
は
、
高
麗
蔵
経
の
第
一
八
張
と
第
一
九
張
と
の
錯
張
と
「
不
」
と
い
う
文
字
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
高
麗
蔵
経
と
大
正
蔵
経
と
を
直
接
比
較
し
て
い
る
だ
け
で
、
編
纂
の
経
緯
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
方
廣
の
研
究
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
、『
那
先
比
丘
経
』
下
巻
を
例
に
、
底
本
で
あ
る
東
国
大
学
校
本
影
印
『
高
麗
大
蔵
経
』
と
東
洋
仏
典
研
究
会
本
影
印
『
高
麗
大
蔵
経
』
と
、
縮
刷
蔵
経
、
頻
伽
蔵
経
と
大
正
蔵
経
と
を
刊
行
順
に
比
較
対
照
し
て
み
た
。
す
る
と
二
一
カ
所
の
相
違
点
を
指
摘
で
き
た
。
一
覧
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
東
国
大
学
文
字
東
洋
仏
典
研
究
会
本
文
字
縮
刷
蔵
経
文
字
頻
伽
蔵
経
文
字
大
正
蔵
経
文
字
①
死
持
乃
死
時
乃
死
時
乃
死
時
乃
死
時
乃
②
不
王
言
不
王
言
不
王
言
不
王
言
不
士
言
③
如
海
水
知
海
水
知
海
水
知
海
水
知
海
水
④
立
其
行
亡
其
行
亡
其
行
亡
其
行
亡
其
行
⑤
其
火
焰
寧
可
其
火
焰
寧
可
是
火
焰
寧
可
其
火
焰
寧
得
其
火
焰
寧
可
（
（
2
（
（
3
四
八
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
⑥
自
愛
其
自
愛
其
自
受
其
自
受
其
自
受
其
⑦
假
令
佛
如
假
令
佛
如
瑕
令
佛
知
瑕
令
佛
知
瑕
令
佛
如
⑧
耶
那
先
耶
那
先
耶
那
先
耶
那
先
那
那
先
⑨
撾
捶
閇
撾
捶
閇
撾
捶
閇
撾
捶
閇
撾
塚錘
閉
⑩
耶
那
先
耶
那
先
耶
那
先
耶
那
先
那
那
先
⑪
至
百
歳
至
百
歳
至
百
藏
至
百
藏
至
百
藏
⑫
飢
乃
田
飢
乃
田
飢
乃
由
飢
乃
由
飢
乃
由
⑬
倶
倒
地
倶
倒
地
倶
到
地
倶
到
地
倶
到
地
⑭
兩
人
殃
兩
人
殃
所
人
殃
所
人
殃
兩
人
殃
⑮
罪
之
輕
罪
之
輕
罪
之
輕
罪
之
輕
罪
之　
。
⑯
制
其
身
制
其
身
不
制
其
身
不
制
其
身
不
制
其
身
⑰
令
醎
耳
令
醎
耳
爾
醎
耳
爾
醎
耳
爾
醎
耳
⑱
那
先
王
那
先
王
那
王
先
那
先
王
那
先
王
⑲
護
其
名
護
其
名
護
共
名
護
共
名
護
其
名
⑳
上
殿
坐
上
殿
坐
上
股
坐
上
股
坐
上
殿
坐
㉑
亦
自
念
亦
自
念
今
自
念
亦
自
念
亦
自
念
①
本
来
「
時
」
で
あ
る
が
、
東
国
大
学
校
本
は
部
首
の
「
日
」
部
分
の
第
一
画
と
第
二
画
と
が
欠
け
て
「
扌
」
に
見
え
る
状
態
。
四
九
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
②
本
来
「
王
」
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
経
は
「
士
」
と
す
る
の
は
単
純
に
校
正
ミ
ス
。
③
本
来
「
知
」
で
あ
る
が
、
東
国
大
学
校
本
は
「
如
」
と
す
る
。
馬
場
久
幸
氏
に
東
国
大
学
校
本
図
書
館
所
蔵
原
本
を
実
見
し
て
頂
い
た
が
「
知
」
と
な
っ
て
い
た
。
写
真
の
段
階
で
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
④
本
来
「
亡
」
で
あ
る
が
、
東
国
大
学
校
本
は
「
立
」
と
す
る
。
馬
場
久
幸
氏
に
東
国
大
学
校
本
図
書
館
所
蔵
原
本
を
実
見
し
て
頂
い
た
が
「
亡
」
と
な
っ
て
い
た
。
写
真
の
段
階
で
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
本
来
「
其
」「
可
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
は
「
是
」
と
す
る
。
頻
伽
蔵
経
は
縮
刷
蔵
本
を
校
正
し
て
い
る
が
、「
可
」
を
「
得
」
と
誤
る
。
大
正
蔵
経
で
は
ど
ち
ら
も
校
正
す
る
。
⑥
本
来
「
愛
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
よ
り
「
受
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
に
も
校
正
さ
れ
ず
に
踏
襲
さ
れ
る
。
⑦
本
来
「
假
」・「
如
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
・
頻
伽
蔵
経
と
も
に
「
瑕
」・「
知
」
に
誤
る
。
大
正
蔵
経
も
「
瑕
」
は
誤
っ
た
ま
ま
踏
襲
し
た
が
、「
知
」
は
「
如
」
と
校
正
す
る
。
⑧
本
来
「
耶
」
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
経
は
「
那
」
と
誤
る
。
⑨
本
来
「
捶
」
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
経
は
「
埵
」
と
誤
る
。
⑩
本
来
「
耶
」
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
経
は
「
那
」
と
誤
る
。
⑪
本
来
「
歳
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
よ
り
「
藏
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
⑫
本
来
「
田
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
よ
り
「
由
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
⑬
本
来
「
倒
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
よ
り
「
到
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
⑭
本
来
「
兩
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
よ
り
「
所
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
大
正
蔵
経
は
修
正
し
て
「
兩
」
と
す
る
。
⑮
本
来
「
輕
」
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
経
は
空
白
と
し
、
脱
字
す
る
。
五
〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
⑯
本
来
「
不
」
は
な
い
が
、
大
正
蔵
経
は
「
不
」
を
い
れ
る
。
因
み
に
こ
の
十
八
張
と
十
九
張
と
を
大
正
蔵
経
は
錯
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
縮
刷
蔵
経
か
ら
始
ま
り
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
ま
で
踏
襲
し
て
い
る
誤
り
で
あ
る
。
⑰
本
来
「
令
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
よ
り
「
爾
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
⑱
本
来
「
先
王
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
は
「
王
先
」
と
誤
る
。
頻
伽
蔵
経
は
校
正
し
、
大
正
蔵
経
も
踏
襲
す
る
。
⑲
本
来
「
其
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
は
「
共
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
大
正
蔵
経
は
校
正
す
る
。
⑳
本
来
「
殿
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
は
「
股
」
と
誤
り
、
頻
伽
蔵
経
も
踏
襲
し
て
誤
る
。
大
正
蔵
経
は
校
正
す
る
。
㉑
本
来
「
亦
」
で
あ
る
が
、
縮
刷
蔵
経
は
「
今
」
と
誤
る
。
頻
伽
蔵
経
は
校
正
し
、
大
正
蔵
経
も
踏
襲
す
る
。
　
以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
六
つ
に
分
類
で
き
る
。
〔
1
〕
縮
刷
蔵
経
を
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
誤
っ
た
も
の
：
⑥
⑦
⑪
⑫
⑬
⑯
⑰
〔
2
〕
縮
刷
蔵
経
を
頻
伽
蔵
経
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
誤
り
、
大
正
蔵
経
で
正
し
た
も
の
：
⑤
⑭
⑲
⑳
〔
3
〕
縮
刷
蔵
経
が
誤
ま
り
、
頻
伽
蔵
経
・
大
正
蔵
経
で
正
し
た
も
の
：
⑱
㉑
〔
4
〕
大
正
蔵
経
だ
け
が
誤
っ
た
も
の
：
②
⑧
⑨
⑩
⑮
〔
5
〕
版
木
の
欠
損
に
よ
る
も
の
：
①
〔
6
〕
影
印
に
加
筆
し
た
も
の
：
③
④
　
こ
の
下
巻
で
は
、
頻
伽
蔵
経
だ
け
が
誤
っ
た
も
の
、
頻
伽
蔵
経
と
大
正
蔵
経
と
が
誤
っ
た
も
の
、
縮
刷
蔵
経
と
大
正
蔵
経
だ
け
が
誤
っ
た
も
の
は
無
か
っ
た
。
二
箇
所
訂
正
は
し
て
い
る
も
の
の
頻
伽
蔵
経
は
縮
刷
蔵
経
を
よ
く
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
影
印
本
高
麗
蔵
経
と
比
較
す
る
と
、
縮
刷
蔵
経
の
間
違
い
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
の
が
七
か
所
で
、
1
／
3
を
占
め
て
い
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、『
那
先
比
丘
経
』
下
巻
の
高
麗
蔵
経
第
一
八
紙
と
一
九
紙
と
が
入
れ
替
わ
り
錯
張
さ
れ
、
さ
ら
に
高
麗
蔵
経
に
は
本
五
一
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
来
な
い
「
不
」
の
字
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
を
方
廣
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
淵
源
を
大
蔵
経
の
編
纂
過
程
か
ら
辿
っ
て
み
る
と
、
縮
刷
蔵
経
の
編
纂
時
に
「
不
」
字
の
挿
入
と
錯
張
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
頻
伽
蔵
経
も
大
正
蔵
経
も
正
す
こ
と
な
く
踏
襲
し
て
き
た
こ
と
が
判
る
。
　
同
様
の
こ
と
は
、『
大
乘
中
觀
釋
論
』
に
も
あ
る
。
こ
れ
も
既
に
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
来
は
全
十
八
巻
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
正
蔵
経
の
第
三
十
巻
に
は
九
巻
ま
で
し
か
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
底
本
と
な
っ
た
増
上
寺
に
は
こ
の
第
十
巻
か
ら
第
十
八
巻
ま
で
は
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
延
享
年
間
に
増
上
寺
知
蔵
職
の
隨
天
が
作
成
し
た
『
三
大
蔵
目
録
』
に
も
十
八
巻
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
増
上
寺
に
は
縮
刷
蔵
経
の
編
纂
時
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
縮
刷
蔵
経
に
は
後
半
の
九
巻
が
入
蔵
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
知
る
た
め
に
、
次
に
は
縮
刷
蔵
経
が
ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
【
3
】
縮
刷
蔵
経
の
編
纂
に
つ
い
て
　
縮
刷
蔵
経
の
完
成
経
過
の
概
要
は
梶
浦
晉
の
「
日
本
近
代
出
版
の
大
蔵
経
と
大
蔵
経
研
究
」
に
既
に
ま
と
ま
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
編
纂
が
な
さ
れ
た
か
に
焦
点
を
あ
て
て
記
述
し
た
い
。
　
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
八
月
に
天
部
一
一
冊
の
発
刊
が
さ
れ
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
一
二
月
霜
部
十
冊
を
も
っ
て
完
結
し
た
。
全
四
〇
帙
四
一
八
冊
の
金
属
活
字
に
よ
る
刊
行
で
五
号
活
字
、
半
頁
二
〇
行
一
行
四
五
字
の
袋
綴
で
あ
っ
た
。
縦
二
三
〇
ｍ
ｍ
×
横
一
五
二
ｍ
ｍ
、
校
異
を
頭
注
に
一
行
六
字
で
配
し
て
い
る
の
で
、
活
字
を
小
さ
く
し
て
持
ち
運
び
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
近
代
の
流
布
版
の
大
蔵
経
が
黄
檗
版
と
い
う
木
版
印
刷
に
よ
る
方
冊
本
で
半
面
一
〇
行
一
行
二
〇
字
の
袋
綴
で
あ
り
、
一
冊
が
縦
二
七
一
ｍ
ｍ
横
一
九
四
ｍ
ｍ
の
大
き
さ
で
二
〇
九
三
冊
と
い
う
冊
数
と
比
較
す
る
と
い
か
に
小
型
化
し
て
い
た
か
が
（
（
4
（
（
5
五
二
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
判
り
、
縮
刷
と
い
う
名
前
を
冠
し
た
理
由
が
理
解
で
き
る
。
　
さ
て
、
筆
者
は
『
弘
教
書
院
校
場
規
則
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
大
藏
經
校
讐
大
綱
」
並
び
に
「
大
藏
經
校
讐
別
記
」
を
紹
介
し
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。　
「
大
藏
經
校
讐
大
綱
」
第
一
項
に
、
今
の
擧
、
麗
本
を
以
て
本
と
爲
し
、
之
を
宋
元
明
三
本
と
對
し
て
其
の
異
を
上
に
掲
出
す
る
也
。
 
（
原
文
の
漢
文
を
書
き
下
し
た
。）
と
あ
っ
て
、
高
麗
蔵
経
を
底
本
と
し
、
宋
版
・
元
版
・
明
版
の
三
本
と
対
校
し
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
第
三
項
に
は
、
校
讐
に
用
ふ
る
所
の
麗
本
及
び
宋
元
の
三
本
は
縁
山
の
秘
藏
本
を
用
ふ
。
と
あ
っ
て
、
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
高
麗
蔵
経
・
宋
版
（
思
渓
版
）・
元
版
（
杭
州
版
）
の
三
本
並
び
に
明
版
を
使
用
し
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
第
四
項
の
「
一
校
讐
業
表
」
に
は
、
第
一
業　
改
明
本
作
麗
本
爲
稿
本
第
二
業　
句
讀
第
三
業　
宋
元
明
三
本
對
校
第
四
業　
再
校
第
五
業　
活
版
校
合
と
作
業
手
順
が
示
さ
れ
て
お
り
、
明
版
を
改
め
て
高
麗
蔵
経
と
し
て
つ
く
り
、
稿
本
と
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
増
上
寺
秘
蔵
の
三
大
蔵
経
は
徳
川
家
康
公
か
ら
賜
っ
た
貴
重
な
大
蔵
経
で
あ
る
か
ら
、
底
本
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
印
刷
の
た
め
の
原
稿
本
と
し
て
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
高
麗
蔵
経
に
は
則
天
文
字
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
異
体
字
が
あ
り
、
そ
れ
を
金
属
活
字
の
書
体
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
は
大
問
題
で
あ
っ
た
。
異
字
に
つ
い
て
は
山
崎
精
華
の
「
異
字
の
撰
擇
に
就
い
て　
附
校
合
内
規
」
に
詳
し
い
。
（
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で
は
、
稿
本
と
な
っ
た
明
本
に
は
何
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
崎
精
華
は
前
掲
の
論
文
で
「
縮
冊
（
マ
マ
縮
刷
）
の
は
ど
う
や
ら
黄
檗
版
ら
し
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
重
要
で
、
黄
檗
版
を
も
っ
て
高
麗
蔵
経
と
対
校
し
た
例
は
江
戸
時
代
に
既
に
三
度
も
行
わ
れ
て
い
る
。
最
初
は
宝
永
年
間
に
浄
土
宗
僧
法
然
院
忍
澂
が
、
建
仁
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
高
麗
蔵
経
と
黄
檗
蔵
経
を
対
校
し
た
。
二
度
目
は
、
浄
土
真
宗
浄
勝
寺
丹
山
が
文
政
年
間
か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
、
建
仁
寺
の
高
麗
蔵
経
と
黄
檗
蔵
経
と
を
対
校
し
た
。
三
度
目
は
、
天
保
八
年
に
建
仁
寺
の
高
麗
蔵
経
が
殆
ど
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
複
本
を
作
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
考
慮
す
れ
ば
、
印
刷
所
に
高
麗
蔵
経
と
対
校
し
た
黄
檗
蔵
経
が
原
稿
本
と
し
て
渡
さ
れ
た
こ
と
は
肯
首
で
き
る
。
　
さ
て
、「
大
藏
經
校
讐
別
記
」
の
な
か
第
四
項
の
「
校
讐
業
表
」
に
第
一
業　
明
本
を
改
め
て
麗
本
と
作
し
、
稿
本
と
す
。
稿
本
は
元
來
麗
本
を
用
ふ
へ
し
。
然
れ
と
も
世
麗
本
の
稿
本
に
用
ふ
へ
き
無
し
。
今
新
に
寫
し
て
其
用
に
備
へ
ん
も
亦
容
易
に
非
す
。
已
を
得
す
明
本
を
假
用
ふ
。
故
に
之
を
改
め
て
明
本
を
し
て
全
く
麗
本
た
ら
し
む
る
な
り
。 
（
原
文
に
句
読
点
を
付
け
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
）
と
あ
る
。
高
麗
蔵
経
を
原
校
本
に
す
れ
ば
良
い
が
、
日
本
に
は
書
き
込
み
し
て
印
刷
所
に
渡
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
高
麗
蔵
経
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
全
蔵
を
写
経
し
て
原
稿
本
に
す
る
だ
け
の
時
間
も
予
算
も
な
い
。
も
し
写
経
で
き
た
と
し
て
も
、
写
経
が
正
確
に
高
麗
蔵
経
を
写
し
て
い
る
か
、
ま
た
異
体
字
を
い
か
に
統
一
あ
る
も
の
に
処
理
す
る
か
、
な
ど
諸
問
題
が
で
て
く
る
。
そ
こ
で
や
む
を
得
ず
、
明
本
（
黄
檗
蔵
経
）
を
原
稿
本
に
し
て
、
高
麗
蔵
経
と
の
相
違
点
を
書
き
込
み
、
高
麗
蔵
経
と
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
黄
檗
蔵
経
は
流
布
版
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
て
入
手
可
能
で
、
か
つ
基
本
的
に
明
の
萬
暦
版
大
蔵
経
（
以
下
、
萬
暦
蔵
経
と
略
称
）
を
覆
刻
し
て
い
る
か
ら
、
あ
る
程
度
の
異
体
字
も
統
一
さ
れ
、
筆
画
の
止
め
・
ハ
ネ
も
明
確
で
あ
っ
た
か
ら
金
属
活
字
印
刷
に
は
最
適
で
あ
っ
た
。
　
大
蔵
経
と
い
う
一
大
叢
書
の
出
版
を
企
画
す
る
と
き
、
い
か
に
効
率
よ
く
正
確
に
・
早
く
完
結
す
る
か
は
大
事
で
あ
る
。
大
筋
と
し
（
（
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四
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
て
は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
綻
び
が
痕
跡
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
時
代
の
環
境
や
制
約
を
も
の
と
も
せ
ず
に
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
、
出
版
を
完
結
し
た
先
学
・
先
人
の
労
苦
の
上
に
今
日
の
研
究
基
盤
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
綻
び
の
痕
跡
に
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
金
字
塔
と
崇
め
つ
つ
、
そ
れ
を
道
標
と
し
て
さ
ら
に
前
に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
話
を
元
に
戻
す
が
、
縮
刷
蔵
経
の
「
暑
二
」
に
所
収
さ
れ
る
『
大
乘
中
觀
釋
論
』
の
後
半
第
十
巻
か
ら
第
十
八
巻
ま
で
の
欠
巻
は
、
原
稿
本
の
黄
檗
蔵
経
に
な
い
部
分
の
経
巻
を
補
写
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
申
し
送
り
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
縮
刷
蔵
経
の
蔵
八
に
所
収
さ
れ
る
『
那
先
比
丘
経
』
下
巻
の
高
麗
蔵
経
第
一
八
紙
と
一
九
紙
と
が
入
れ
替
わ
る
錯
張
に
つ
い
て
、
黄
檗
蔵
本
と
高
麗
蔵
経
と
比
較
す
る
と
、
縮
刷
蔵
経
に
お
い
て
も
余
り
に
本
文
の
相
違
が
顕
著
な
の
で
、
二
巻
本
と
三
巻
本
と
に
分
け
て
入
蔵
さ
れ
て
い
る
。
縮
刷
蔵
経
二
巻
本
の
巻
頭
頭
注
に
は
、「
此
經
三
本
大
異
今
以
宋
元
對
校
明
別
附
巻
末
」
と
あ
り
、
本
来
高
麗
蔵
経
を
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
錯
張
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
頻
伽
蔵
経
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
大
正
蔵
経
ま
で
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
大
正
蔵
経
で
も
、
そ
の
底
本
と
校
本
は
、
二
巻
本
の
底
本
と
し
て
高
麗
蔵
経
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
校
本
と
し
て
聖
語
蔵
の
隋
経
と
巴
利
本
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
別
本
の
三
巻
本
の
底
本
と
し
て
明
萬
暦
版
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
校
本
と
し
て
は
宋
本
・
元
本
・
宮
内
省
本
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
誤
り
の
原
因
は
、
先
人
・
先
学
の
作
っ
た
大
蔵
経
に
対
す
る
信
頼
の
高
さ
を
背
景
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
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新
た
な
大
蔵
経
編
纂
の
機
運
　
大
蔵
経
と
い
う
一
大
叢
書
の
発
刊
に
は
校
正
ミ
ス
と
い
う
人
為
的
な
誤
り
が
絶
え
ず
付
き
ま
と
う
。
縮
刷
蔵
経
の
編
纂
に
尽
力
し
た
島
田
蕃
根
は
、
刊
行
後
に
誤
字
・
脱
字
・
衍
符
等
や
頭
註
に
補
遺
す
べ
き
も
の
を
発
見
し
、
十
数
年
を
か
け
て
再
調
査
し
「
縮
刷
蔵
経
正
誤
表
」
十
一
巻
を
ま
と
め
た
。
　
大
正
蔵
経
に
所
収
さ
れ
る
個
々
の
経
典
に
つ
い
て
の
誤
字
や
脱
字
等
は
、
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
論
文
等
で
指
摘
し
て
い
た
が
、
叢
書
と
し
て
の
批
判
的
発
言
と
し
て
は
藤
枝
晃
で
あ
ろ
う
か
。
　
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
や
Ｐ
Ｃ
機
器
が
普
及
し
始
め
て
き
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
環
境
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。
新
聞
記
者
に
よ
る
記
事
と
は
い
え
、
朝
日
新
聞
夕
刊
の
文
化
欄
に
「
新
た
な
大
蔵
経
編
さ
ん
の
時
代
│
米
加
大
か
ら
帰
国
の
藤
枝
晃
さ
ん
に
聞
く
│
」
と
タ
イ
ト
ル
が
あ
り
、
大
見
出
し
に
は
「
欠
陥
が
目
立
つ
基
準
の
大
正
版
」
と
あ
る
。
内
容
は
、
大
蔵
経
書
誌
学
の
講
義
で
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
バ
ー
ク
レ
イ
校
に
招
か
れ
、
大
学
院
生
た
ち
と
各
種
版
本
の
比
較
研
究
を
し
た
結
果
、
世
界
の
基
準
本
と
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
の
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』（
昭
和
九
年
完
成
）
も
、
書
誌
学
上
か
ら
は
意
外
な
欠
陥
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
正
蔵
経
と
、
高
麗
蔵
経
と
、
房
山
石
経
と
、
金
版
大
蔵
経
の
四
本
を
比
較
し
た
結
果
、「
大
正
大
蔵
経
の
時
代
は
終
わ
っ
た
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
ど
う
い
う
大
蔵
経
を
編
さ
ん
す
る
か
考
え
る
時
代
が
来
た
、
と
い
う
こ
と
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。」
と
あ
る
。
　
ま
た
、
末
木
文
美
士
は
「
大
蔵
経
と
辞
書
の
編
纂
│
近
代
仏
教
学
史
の
一
側
面
」
に
お
い
て
大
正
蔵
経
を
取
り
上
げ
、「
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
学
者
に
よ
っ
て
最
も
信
用
の
置
け
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
近
代
の
日
本
の
仏
教
学
が
世
界
に
誇
る
（
（
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一
大
金
字
塔
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
称
賛
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
正
蔵
』
は
極
め
て
質
の
高
い
優
れ
た
出
版
で
、
半
世
紀
以
上
経
っ
た
今
日
で
も
全
く
色
褪
せ
な
い
が
、
ど
ん
な
も
の
で
も
完
璧
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
例
え
ば
、
句
読
の
付
け
方
に
不
適
切
な
点
が
多
い
こ
と
、
高
麗
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
中
国
・
日
本
の
撰
述
書
に
つ
い
て
、
底
本
・
校
本
の
選
び
方
に
問
題
の
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
少
専
門
的
に
使
っ
た
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
国
際
性
を
考
え
れ
ば
、
日
本
撰
述
の
も
の
以
外
に
は
、
日
本
で
し
か
通
用
し
な
い
返
点
を
用
い
る
の
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
大
の
欠
点
は
、
逆
説
的
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
余
り
に
優
れ
て
い
て
、
再
検
討
す
る
気
を
研
究
者
に
起
さ
せ
な
か
っ
た
点
で
は
あ
る
ま
い
か
。
最
近
、
韓
国
な
ど
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
高
麗
版
と
対
照
し
て
み
る
と
、
誤
植
も
あ
る
し
、
単
な
る
誤
植
と
は
思
わ
れ
な
い
文
字
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。
本
来
、
古
典
の
活
字
本
を
刊
行
し
た
ら
、
そ
れ
が
基
づ
い
て
い
る
古
版
本
や
写
本
を
写
真
版
で
刊
行
し
て
よ
り
一
層
の
研
究
を
進
め
る
の
が
常
識
で
あ
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
誰
も
そ
れ
に
手
を
着
け
る
人
は
な
く
、
わ
ず
か
に
海
外
で
刊
行
さ
れ
た
高
麗
蔵
の
影
印
本
な
ど
で
渇
を
癒
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
写
本
・
刊
本
の
十
分
な
調
査
に
基
づ
く
一
大
影
印
叢
書
の
刊
行
が
望
ま
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
未
だ
機
が
熟
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ
フ
ィ
ル
ム
写
真
撮
影
の
時
代
で
、
影
印
出
版
す
る
新
た
な
大
蔵
経
刊
行
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
船
山
徹
は
、「
漢
訳
仏
典
そ
の
初
期
の
成
立
状
況
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
、
実
質
的
に
言
っ
て
、
大
正
蔵
は
、
校
勘
結
果
な
ど
に
関
し
て
『
縮
蔵
』
か
ら
受
け
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
す
べ
て
受
け
継
い
だ
上
で
、
さ
ら
に
『
縮
蔵
』
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
情
報
源
と
し
て
、
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
の
宋
本
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
等
を
新
た
に
参
照
し
て
校
勘
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、『
縮
蔵
』
に
お
い
て
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
校
勘
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
大
正
蔵
』
の
編
集
者
た
ち
が
自
ら
諸
本
の
原
本
に
当
た
り
な
お
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
現
実
に
は
、
（
（
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『
縮
蔵
』
の
校
勘
を
転
載
し
て
い
る
だ
け
の
場
合
、
あ
り
て
い
に
い
え
ば
、
大
正
蔵
の
校
勘
記
に
示
さ
れ
る
読
み
が
『
縮
蔵
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
誤
植
を
欠
陥
の
第
一
に
挙
げ
、
句
読
点
の
誤
り
を
第
二
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
宋
版
・
元
版
に
つ
い
て
は
増
上
寺
本
を
も
っ
て
誤
植
か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
高
麗
蔵
経
に
つ
い
て
は
、
細
か
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
影
印
高
麗
大
蔵
経
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
解
を
記
し
て
、
大
正
蔵
経
の
恩
恵
を
浴
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
い
か
に
し
て
そ
れ
を
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
に
改
善
し
て
ゆ
く
べ
き
か
こ
そ
に
意
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
結
ん
で
い
る
。
　
最
近
で
は
、
日
進
月
歩
の
科
学
技
術
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
写
真
に
よ
る
提
言
が
方
廣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
前
掲
の
「
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
視
野
に
お
け
る
『
大
正
蔵
』」
で
は
、
そ
の
は
じ
め
に
、
現
代
に
お
け
る
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
視
野
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
『
大
正
蔵
』
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。『
大
正
蔵
』
の
歴
史
的
な
功
績
を
十
分
に
認
め
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
仏
教
文
献
研
究
者
は
、
情
報
化
と
い
う
時
代
に
起
因
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
挑
戦
に
対
応
し
、『
大
正
蔵
』
の
経
験
と
教
訓
を
吸
収
し
、
仏
教
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
新
し
い
道
を
切
り
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
提
示
す
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
大
正
蔵
経
を
時
代
の
中
で
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
の
な
か
で
原
典
テ
キ
ス
ト
を
、
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
い
か
に
効
率
良
く
比
較
対
照
し
校
勘
し
て
い
く
か
、
そ
の
答
え
を
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
勘
評
点
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
蔵
経
の
経
験
と
教
訓
で
は
、
先
に
挙
げ
た
『
那
先
比
丘
経
』
下
巻
の
錯
張
や
誤
翻
刻
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。
人
間
に
よ
る
人
海
戦
術
的
な
翻
刻
校
勘
作
業
で
は
、
ど
こ
ま
で
も
誤
字
・
脱
字
等
が
予
想
さ
れ
る
。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
勘
評
点
シ
ス
テ
ム
」
は
、
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
が
相
互
に
短
所
を
補
完
し
、
長
所
を
伸
ば
す
シ
ス
テ
ム
と
言
え
よ
う
。
（
（
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以
上
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
大
正
蔵
経
の
世
界
標
準
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ
の
偉
大
な
成
果
を
認
め
つ
つ
も
、
大
部
で
あ
る
が
故
の
検
証
が
不
十
分
で
見
直
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
そ
う
し
た
見
直
し
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
と
同
時
に
な
ぜ
、
例
え
ば
大
乘
中
觀
釋
論
は
九
巻
ま
で
し
か
入
蔵
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
原
因
を
辿
る
と
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
原
稿
本
の
頻
伽
蔵
経
に
依
存
し
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
り
、
頻
伽
蔵
経
は
そ
の
原
稿
本
と
し
た
縮
刷
蔵
経
に
依
存
し
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
縮
刷
蔵
経
は
、
そ
の
原
稿
本
で
あ
る
黄
檗
蔵
経
と
の
対
校
に
集
中
し
た
余
り
、
黄
檗
蔵
経
に
は
な
い
十
巻
か
ら
十
八
巻
の
九
巻
分
を
書
写
し
原
稿
本
と
し
て
印
刷
所
に
届
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、
大
正
蔵
経
を
編
纂
す
る
時
点
、
頻
伽
蔵
経
を
編
纂
す
る
時
点
、
縮
刷
蔵
経
を
編
纂
す
る
時
点
の
少
な
く
と
も
三
回
の
見
直
し
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
先
学
・
先
人
た
ち
の
偉
大
な
業
績
に
対
し
て
敬
意
を
払
う
余
り
、
校
勘
の
原
理
・
原
則
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
は
、
大
正
蔵
経
よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
影
印
高
麗
大
蔵
経
に
も
あ
て
は
ま
る
。
【
5
】
影
印
高
麗
大
蔵
経
の
問
題
点
　
影
印
高
麗
大
蔵
経
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
船
山
徹
も
評
価
し
て
い
た
よ
う
に
、
大
正
蔵
経
の
不
信
点
を
確
か
め
る
こ
と
の
手
段
と
し
て
大
変
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
種
類
の
刊
行
が
あ
っ
て
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
馬
場
久
幸
『
日
韓
交
流
と
高
麗
版
大
蔵
経
』
に
詳
し
い
。
そ
の
な
か
で
、
高
麗
蔵
の
影
印
本
に
は
、
東
国
大
学
校
本
と
東
洋
仏
典
研
究
会
本
の
二
種
類
が
あ
る
。
影
印
本
の
出
版
に
よ
っ
て
大
正
蔵
に
入
蔵
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
典
籍
類
の
閲
覧
が
容
易
に
な
り
、
ま
た
日
韓
両
国
で
の
高
麗
蔵
に
関
す
る
研
究
が
飛
躍
的
に
発
展
す
る
な
ど
、
学
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
影
印
本
に
つ
い
て
は
、
出
（
（
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五
九
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
版
の
動
機
や
底
本
と
し
て
使
わ
れ
た
高
麗
蔵
が
何
な
の
か
に
対
す
る
明
確
な
答
え
を
未
だ
得
て
い
な
い
。
と
い
い
、
ま
た
、
両
影
印
本
の
底
本
が
異
な
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
東
国
大
学
校
本
の
影
印
は
一
九
五
七
年
に
第
一
冊
が
刊
行
さ
れ
、
一
九
六
六
年
ま
で
第
二
〇
冊
ま
で
が
刊
行
さ
れ
た
が
中
断
さ
れ
、
最
終
的
に
一
九
七
六
年
に
第
四
八
冊
目
の
最
終
冊
で
完
結
し
た
。
そ
し
て
、
底
本
に
つ
い
て
第
二
〇
冊
ま
で
の
底
本
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
、「
一
九
六
九
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
東
国
大
学
校
本
（
第
二
一
冊
以
降
）
は
、
東
国
大
学
校
所
蔵
の
高
麗
蔵
経
を
底
本
と
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
東
洋
仏
典
研
究
会
本
の
底
本
は
「
ソ
ウ
ル
大
学
校
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
い
る
」
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
梶
浦
晉
は
「（
影
印
大
蔵
経
を
紹
介
し
た
上
で
）
影
印
本
は
、
写
真
製
版
に
よ
っ
て
古
写
や
古
版
を
原
本
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
不
鮮
明
な
箇
所
に
修
正
を
加
え
た
り
、
別
版
で
差
し
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
利
用
に
際
し
て
は
充
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
、
影
印
大
蔵
経
に
も
編
集
加
工
さ
れ
て
い
る
事
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
こ
の
編
集
加
工
に
つ
い
て
、
筆
者
は
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
影
印
高
麗
蔵
経
の
大
乘
本
生
心
地
觀
經
の
第
三
巻
と
第
四
巻
に
一
か
所
ず
つ
の
欠
行
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
東
国
大
学
校
本
の
欠
行
一
か
所
と
東
洋
仏
典
研
究
会
本
の
欠
行
一
か
所
以
外
に
も
ま
だ
欠
行
箇
所
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
推
定
し
欠
行
の
事
例
を
集
め
る
と
先
の
二
例
を
含
め
以
下
の
二
三
か
所
の
欠
行
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
別
訳
雜
阿
含
経
第
三
巻
二
三
張
（
図
版
①
参
照
）
在
魚
師
之
手
牽
挽
旋
轉
任
魚
師
意
世 
東
国
存
行 
東
洋
欠
行
②
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
六
張
（
図
版
②
参
照
）
生
地
娑
羅
林
中
爾
時
如
來
涅
盤
時
到 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
（
（
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③
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
一
五
張
（
図
版
③
参
照
）
作
所
作
不
善
乃
共
相
決
種
種
勝
負
實 
東
国
存
行 
東
洋
欠
行
④
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
一
六
張
（
図
版
④
参
照
）
煩
悩
垢
汗
之
心
喜
瞋
失
念
無
暫
定
有 
東
国
存
行 
東
洋
欠
行
⑤
別
訳
雜
阿
含
経
第
一
六
巻
一
〇
張
恒
沙
及
骨
聚 
東
国
存
行 
東
洋
欠
行
⑥
別
訳
雜
阿
含
経
第
一
六
巻
一
一
張
佛
言
可
作
方
喩
佛
告
比
丘
如
有
硬
石 
東
国
存
行 
東
洋
欠
行
⑦
仏
説
大
安
般
守
意
経
第
一
巻
一
二
張
爲
得
生
死
相
已
得
四
禪
但
念
空
爲
種 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑧
大
楼
炭
経
第
二
巻
一
九
張
閻
羅
王
問
閻
羅
王
第
五
安
諦
審
實
問 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑨
鴦
掘
摩
経
第
一
巻
四
張
取
殺
狼
藉
唯
改
所
從
又
且
獨
步
無
侍 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑩
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
第
二
八
巻
一
九
張
相
應
隨
其
所
應
餘
有
漏
靜
慮
無
色
無 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑪
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
第
五
三
巻
一
二
張
初
靜
慮
染
一
地
諸
色
已
斷
離
繫
具
見 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
六
一
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
⑫
賢
愚
経
第
一
一
巻
二
二
張
安
快
阿
難
白
佛
不
審
世
尊
過
去
世
時 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑬
衆
経
目
録
第
一
巻
一
四
張
渠
安
陽
侯
譯 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑭
大
唐
内
典
録
第
一
〇
巻
二
〇
張
善
財
錄 
諸
新
経
序 
笈
多
伝
四
卷 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑮
大
周
刊
定
衆
経
目
録
第
一
巻
一
四
張
譯
出
長
房
錄 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑯
開
元
釈
教
録
第
三
巻
三
四
張
善
法
方
便
陁
羅
尼
経
一
卷 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑰
高
僧
伝
第
三
巻
七
張
至
辛
頭
那
提
河
漢
言
師
子
曰
緣
河
西
入 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑱
大
乗
理
趣
経
第
一
〇
巻
四
張
各
別
行
住
不
能
見
色
設
令
同
住
不
見 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑲
大
乗
理
趣
経
第
一
〇
巻
一
六
張
自
在
神
通
能
憶
過
去
所
種
善
根
現 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
⑳
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
三
巻
一
八
張
或
一
菩
薩
多
仏
化　
或
多
菩
薩
一
仏
化 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
六
二
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
㉑
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
四
巻
二
張
在
者
眞
實
語
者
無
二
語
者
是
知
道
者 
東
国
存
行 
東
洋
欠
行
㉒
貞
元
新
定
釈
教
目
録
第
二
三
巻
一
張
初
首
後
列
余
経 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
㉓
仏
説
発
菩
提
心
破
諸
魔
経
下
巻
四
張
婆
羅
門
汝
今
已
能
得
正
智
慧
能
說
如 
東
国
欠
行 
東
洋
存
行
　
以
上
、
東
国
大
学
校
本
の
欠
行
は
一
七
か
所
、
東
洋
仏
典
研
究
会
本
は
六
か
所
あ
っ
た
。
そ
の
子
細
を
見
る
と
、
東
国
大
学
校
本
の
右
端
一
行
の
欠
行
は
一
一
か
所
、
左
端
一
行
の
欠
行
は
六
か
所
で
、
二
〇
巻
ま
で
の
初
期
の
刊
行
時
期
で
は
三
カ
所
、
再
刊
行
後
は
一
四
か
所
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
左
右
の
違
い
は
別
に
し
て
、
両
端
と
い
う
位
置
か
ら
す
る
と
、
レ
ン
ズ
ワ
ー
ク
が
ず
れ
て
一
行
分
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
フ
ィ
ル
ム
に
は
欠
行
は
な
か
っ
た
が
、
製
本
の
段
階
で
カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
東
洋
仏
典
研
究
会
本
の
欠
行
箇
所
は
約
1
／
3
の
六
か
所
（
①
③
④
⑤
⑥
㉑
）
で
あ
っ
た
。
右
端
一
行
の
欠
行
が
四
箇
所
で
あ
り
、
左
端
の
欠
行
は
な
か
っ
た
が
、
端
で
は
な
く
右
二
行
目
に
一
箇
所
（
⑥
）、
左
か
ら
二
行
（
二
三
行
目
）
に
一
箇
所
（
㉑
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
底
本
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
学
校
所
蔵
本
高
麗
蔵
経
の
欠
行
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
撮
影
後
の
画
像
処
理
を
誤
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
不
可
解
な
事
例
で
あ
る
。
　
ま
た
、
画
像
の
処
理
と
い
う
点
で
は
、
先
に
挙
げ
た
大
乘
本
生
心
地
觀
經
の
補
筆
の
問
題
で
あ
る
。
前
記
し
た
「【
2
】
そ
の
検
証
」
の
項
の
③
④
の
事
例
は
、
影
印
東
国
大
学
校
本
で
は
明
ら
か
な
補
筆
を
し
て
い
る
。
第
三
七
巻
で
あ
る
か
ら
、
一
九
七
六
年
刊
行
で
東
国
大
学
校
所
蔵
本
の
高
麗
蔵
経
を
底
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
東
国
大
学
校
本
の
高
麗
蔵
経
を
六
三
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
馬
場
久
幸
氏
に
確
認
し
て
頂
い
た
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
箇
所
は
「
知
」・「
亡
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
撮
影
後
に
手
を
加
え
補
筆
し
た
か
、
あ
る
い
は
第
三
七
巻
は
補
筆
さ
れ
て
い
る
他
所
の
高
麗
蔵
経
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
影
印
本
に
こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
信
頼
度
が
高
い
だ
け
に
今
後
も
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
こ
の
東
国
大
学
校
本
の
影
印
高
麗
大
蔵
経
の
信
頼
度
は
、
他
国
の
大
蔵
経
編
纂
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
台
湾
の
新
文
豊
出
版
公
司
か
ら
一
九
七
一
年
に
も
影
印
高
麗
大
蔵
経
全
四
八
冊
の
刊
行
が
あ
り
、
北
京
の
中
国
綫
装
書
局
か
ら
も
二
〇
〇
四
年
に
影
印
高
麗
大
蔵
経
全
八
〇
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
中
華
大
蔵
経
に
も
書
影
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に
東
国
大
学
校
本
と
同
様
の
欠
行
が
み
ら
れ
る
。
　
中
華
大
蔵
経
は
、
基
本
的
底
本
と
し
て
山
西
省
趙
城
県
の
広
勝
寺
か
ら
発
見
さ
れ
た
金
蔵
を
も
と
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
欠
巻
を
補
う
点
か
ら
高
麗
蔵
経
を
採
用
し
た
こ
と
を
そ
の
校
勘
記
に
明
記
し
て
い
る
。
先
に
欠
行
を
指
摘
し
た
二
三
箇
所
を
検
証
し
て
み
る
と
、
六
か
所
（
①
④
⑥
⑳
㉑
㉒
）
が
高
麗
蔵
経
で
補
巻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
い
ま
そ
れ
ら
を
検
証
し
て
み
る
と
、
①
別
訳
雜
阿
含
経
第
三
巻
二
三
張
。
在
魚
師
之
手
牽
挽
旋
轉
任
魚
師
意
世　
　
　
　
中
華
三
三
巻
存
行　
東
国
一
九
巻
存
行　
東
洋
二
一
巻
欠
行
④
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
一
六
張
煩
悩
垢
汗
之
心
喜
瞋
失
念
無
暫
定
有　
　
　
　
中
華
三
三
巻
存
行　
東
国
一
九
巻
存
行　
東
洋
二
一
巻
欠
行
⑥
別
訳
雜
阿
含
経
第
一
六
巻
一
一
張
佛
言
可
作
方
喩
佛
告
比
丘
如
有
硬
石　
　
　
　
中
華
三
三
巻
在
行　
東
国
一
九
巻
存
行　
東
洋
二
一
巻
欠
行
（
（
22
六
四
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
⑳
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
三
巻
一
八
張
或
一
菩
薩
多
佛
化　
或
多
菩
薩
一
佛
化　
　
　
中
華
六
七
巻
欠
行　
東
国
三
七
巻
欠
行　
東
洋
四
〇
巻
存
行
㉑
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
四
巻
二
張
在
者
眞
實
語
者
無
二
語
者
是
知
道
者　
　
　
　
中
華
六
七
巻
在
行　
東
国
三
七
巻
存
行　
東
洋
四
〇
巻
欠
行
㉒
貞
元
新
定
釋
教
目
録
第
二
三
巻
一
張
中
華
脱
行
初
首
後
列
餘
經　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
華
五
五
巻
欠
行　
東
国
三
八
巻
欠
行　
東
洋
四
一
巻
存
行
と
な
っ
て
、
東
国
大
学
校
本
の
欠
行
二
箇
所
（
⑳
㉒
）
が
何
れ
も
欠
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
高
麗
蔵
経
へ
の
信
頼
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
そ
の
影
響
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
の
検
討
か
ら
、
確
か
な
影
印
の
完
成
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
相
互
活
用
が
今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
方
向
性
の
一
つ
の
大
き
な
柱
が
方
廣
の
推
し
進
め
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
勘
評
点
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
の
選
定
と
そ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
建
築
に
は
ど
ん
な
に
優
れ
た
設
計
図
面
が
描
け
て
い
て
も
、
そ
れ
を
実
際
に
形
に
し
て
い
く
施
工
者
の
理
解
と
実
行
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
素
材
と
し
て
の
原
材
料
に
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
て
は
、
耐
用
年
数
を
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
馬
場
久
幸
が
摺
印
時
期
の
異
な
る
高
麗
蔵
経
六
本
を
比
較
す
る
と
、『
経
律
異
相
』
第
五
十
巻
（
二
十
八
張
十
二
行
目
）
で
は
、
大
正
蔵
経
と
そ
の
底
本
で
あ
る
増
上
寺
本
の
高
麗
蔵
経
を
は
じ
め
、
妙
心
寺
本
（
建
仁
寺
本
）・
相
国
寺
本
・
法
然
寺
本
・
泉
涌
寺
本
な
六
五
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
ど
の
諸
本
が
い
ず
れ
も
「
此
形
獄
又
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
高
麗
期
に
摺
印
さ
れ
た
大
谷
大
学
本
で
は
「
此
形
獄
十
又
」
と
な
っ
て
い
る
。
宋
本
・
元
本
・
明
本
な
ど
の
他
本
を
参
照
し
て
理
校
す
れ
ば
、
元
に
は
「
卒
」
と
い
う
字
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
部
分
が
欠
落
し
て
「
十
」
と
判
読
で
き
る
部
分
だ
け
が
残
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
同
一
の
版
木
に
よ
る
刊
本
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
摺
印
が
同
じ
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
高
麗
蔵
経
と
同
様
に
、
中
国
の
明
萬
暦
版
大
蔵
経
に
お
い
て
も
、
日
本
の
黄
檗
版
大
蔵
経
に
お
い
て
も
、
同
様
に
摺
印
時
期
に
よ
る
相
違
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
写
本
と
同
様
に
版
本
も
刮
目
し
て
調
査
す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
　
今
後
の
大
蔵
経
編
纂
の
あ
り
方
は
、
所
在
が
明
か
で
か
つ
閲
覧
可
能
の
底
本
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
デ
ー
タ
と
画
像
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
相
互
検
索
シ
ス
テ
ム
を
可
能
に
し
た
上
で
、
諸
本
を
い
か
に
校
勘
し
公
開
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
註
『
大
蔵
経
目
録
』
所
収
、
昭
和
七
年
八
月
刊
。
方
廣
「
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
視
野
に
お
け
る
『
大
正
蔵
』」（
平
成
二
六
年
度
秋
期
特
別
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
縮
刷
蔵
経
か
ら
大
正
蔵
経
へ
』
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
出
典
は
末
尾
、
表
Ⅰ
を
参
照
。
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
の
総
合
的
研
究
│
仏
教
美
術
・
仏
教
学
・
考
古
学
・
歴
史
学
分
野
│
』
一
三
九
頁
平
成
二
〇
年
三
月
刊
。梶
浦
晉
「
日
本
近
代
出
版
の
大
蔵
経
と
大
蔵
経
研
究
」（
平
成
二
六
年
度
秋
期
特
別
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
縮
刷
蔵
経
か
ら
大
正
蔵
（
（
23
（
（
24
（
（
25
（
（
1
（
（
2
（
（
3
（
（
4
（
（
5
六
六
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
経
へ
』
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二
〇
一
四
年
一
一
月
）。
「
日
本
近
代
に
お
け
る
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
活
用
」（『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
の
総
合
的
研
究
』）
一
四
二
頁
、
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
発
行
二
〇
〇
八
年
三
月
刊
。
『
現
代
仏
教
』
五
巻
五
五
号
一
九
二
八
年
。
藏
八
、
四
十
三
張
裏
。
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
一
巻
四
四
八
頁
中
。
梶
浦
晉
「
日
本
近
代
出
版
の
大
蔵
経
と
大
蔵
経
研
究
」
三
四
頁
（
平
成
二
六
年
度
秋
期
特
別
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
縮
刷
蔵
経
か
ら
大
正
蔵
経
へ
』
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
刊
）
及
び
『
近
代
の
大
蔵
経
と
浄
土
宗
│
縮
刷
蔵
経
か
ら
大
正
蔵
経
へ
ー
』（
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
秋
期
特
別
展
展
観
目
録
写
真
二
二
頁
・
解
説
七
〇
頁
二
〇
一
四
年
一
〇
月
刊
）。
藤
枝
晃
「
新
た
な
大
蔵
経
編
さ
ん
の
時
代
」
朝
日
新
聞
夕
刊
一
九
九
〇
年
七
月
七
日
記
事
。
末
木
文
美
士　
「
大
蔵
経
と
辞
書
の
編
纂
」（『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版
一
九
九
三
年
四
月
）。
『
漢
籍
は
お
も
し
ろ
い
』
七
六
頁
研
文
出
版
二
〇
〇
八
年
三
月
刊
。
平
成
二
六
年
〈
二
〇
一
四
〉
度
秋
期
特
別
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
縮
刷
蔵
経
か
ら
大
正
蔵
経
へ
』
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
刊
。
二
〇
一
六
年
二
月
法
蔵
館
刊
。
同
書
三
〇
四
頁
。
同
書
三
〇
五
頁
。
同
書
三
一
一
頁
。
（
（
6
（
（
7
（
（
8
（
（
9
（
（
10
（
（
11
（
（
12
（
（
13
（
（
14
（
（
15
（
（
16
（
（
17
（
（
18
六
七
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
「
近
代
に
お
け
る
大
蔵
経
の
編
纂
」
佛
教
大
学
図
書
館
報
『
常
照
』
五
一
号
二
〇
〇
二
年
三
月
刊
。
「
高
麗
版
と
黄
檗
版
と
の
大
蔵
経
対
校
│
忍
澂
和
尚
の
対
校
事
業
の
発
端
の
検
討
│
」（『
高
麗
大
蔵
経
の
研
究
』）
四
九
〇
頁
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
東
国
大
学
校
刊
。
出
典
は
巻
末
、
表
Ⅱ
を
参
照
。
増
上
寺
高
麗
版
大
蔵
経
は
存
行
で
あ
る
。
ま
た
図
版
に
つ
い
て
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
二
か
所
は
、
既
報
告
し
て
い
る
の
で
除
い
て
い
る
。
中
華
大
蔵
経
の
出
典
は
末
尾
、
表
Ⅲ
を
参
照
。
『
高
麗
版
大
蔵
経
の
諸
相
』（
二
〇
一
二
年
佛
教
大
学
開
学
一
〇
〇
周
年
企
画
秋
期
特
別
展
図
録
七
四
頁
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二
〇
一
二
年
一
〇
月
刊
。
『
明
・
萬
暦
版
大
蔵
経
の
諸
相
』
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
発
行
二
〇
一
六
年
三
月
。
『
黄
檗
版
大
蔵
経
展
│
そ
の
流
布
と
改
刻
│
』
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
発
行
二
〇
一
一
年
一
〇
月
。
〈
表
Ⅰ
〉
東
国
大
学
所
在
東
洋
仏
典
研
究
会
本
所
在
縮
刷
蔵
経
所
在
頻
伽
蔵
経
所
在
大
正
蔵
経
所
在
①
三
〇
巻
二
五
一
頁
上
一
七
行
三
三
巻
九
五
頁
下
一
七
行
蔵
八
四
八
丁
Ａ
七
行
蔵
八
四
八
丁
Ａ
七
行
三
二
巻
六
九
九
頁
上
一
四
行
②
三
〇
巻
二
五
一
頁
中
五
行
三
三
巻
九
六
頁
上
五
行
蔵
八
四
八
Ａ
丁
一
〇
行
蔵
八
四
八
丁
一
〇
行
三
二
巻
六
九
九
頁
上
二
二
行
③
三
〇
巻
二
五
二
頁
中
二
行
三
三
巻
九
七
頁
上
二
行
蔵
八
四
八
丁
Ｂ
一
一
行
蔵
八
四
八
丁
Ｂ
一
一
行
三
二
巻
六
九
九
頁
下
二
〇
行
④
三
〇
巻
二
五
二
頁
下
一
九
行
三
三
巻
九
七
頁
中
一
九
行
蔵
八
四
九
丁
Ａ
四
行
蔵
八
四
九
丁
Ａ
四
行
三
二
巻
七
〇
〇
頁
上
二
四
行
⑤
三
〇
巻
二
五
三
頁
上
一
六
行
三
三
巻
九
七
頁
下
一
六
行
蔵
八
四
九
丁
Ａ
一
一
行
蔵
八
四
九
丁
Ａ
一
一
行
三
二
巻
七
〇
〇
頁
中
一
二
行
⑥
三
〇
巻
二
五
三
頁
上
二
〇
行
三
三
巻
九
七
頁
下
二
〇
行
蔵
八
四
九
丁
Ａ
一
三
行
蔵
八
四
九
丁
Ａ
一
三
行
三
二
巻
七
〇
〇
頁
中
一
五
行
（
（
19
（
（
20
（
（
21
（
（
22
（
（
23
（
（
24
（
（
25
六
八
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
⑦
三
〇
巻
二
五
三
頁
下
一
一
行
三
三
巻
九
八
頁
中
一
一
行
蔵
八
四
九
丁
Ｂ
五
行
蔵
八
四
九
丁
Ｂ
五
行
三
二
巻
七
〇
〇
頁
下
一
七
行
⑧
三
〇
巻
二
五
四
頁
中
七
行
三
三
巻
九
九
頁
上
七
行
蔵
八
四
九
丁
Ｂ
一
九
行
蔵
八
四
九
丁
Ｂ
一
九
行
三
二
巻
七
〇
一
頁
上
二
二
行
⑨
三
〇
巻
二
五
四
頁
下
一
二
行
三
三
巻
九
九
頁
中
一
二
行
蔵
八
五
〇
丁
Ａ
七
行
蔵
八
五
〇
丁
Ａ
七
行
三
二
巻
七
〇
一
頁
中
一
六
行
⑩
三
〇
巻
二
五
五
頁
上
二
〇
行
三
三
巻
九
九
頁
下
二
〇
行
蔵
八
五
〇
丁
Ａ
一
七
行
蔵
八
五
〇
丁
Ａ
一
七
行
三
二
巻
七
〇
一
頁
下
一
三
行
⑪
三
〇
巻
二
五
五
頁
中
九
行
三
三
巻
一
〇
〇
頁
上
九
行
蔵
八
五
〇
丁
Ｂ
一
行
蔵
八
五
〇
丁
Ｂ
一
行
三
二
巻
七
〇
一
頁
下
二
三
行
⑫
三
〇
巻
二
五
五
頁
下
八
行
三
三
巻
一
〇
〇
頁
中
八
行
蔵
八
五
〇
丁
Ｂ
八
行
蔵
八
五
〇
丁
Ｂ
八
行
三
二
巻
七
〇
二
頁
上
一
二
行
⑬
三
〇
巻
二
五
六
頁
上
一
一
行
三
三
巻
一
〇
〇
頁
下
一
一
行
蔵
八
五
〇
丁
Ｂ
一
六
行
蔵
八
五
〇
丁
Ｂ
一
六
行
三
二
巻
七
〇
二
頁
中
五
行
⑭
三
〇
巻
二
五
六
頁
中
一
六
行
三
三
巻
一
〇
一
頁
上
一
六
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
六
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
六
行
三
二
巻
七
〇
二
頁
中
二
八
行
⑮
三
〇
巻
二
五
六
頁
中
一
九
行
三
三
巻
一
〇
一
頁
上
一
九
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
七
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
七
行
三
二
巻
七
〇
二
頁
下
二
行
⑯
三
〇
巻
二
五
七
頁
上
一
行
三
三
巻
一
〇
一
頁
下
一
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
八
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
八
行
三
二
巻
七
〇
二
頁
下
六
行
⑰
三
〇
巻
二
五
七
頁
上
一
二
行
三
三
巻
一
〇
一
頁
下
一
二
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
一
一
行
蔵
八
五
一
丁
Ａ
一
一
行
三
二
巻
七
〇
二
頁
下
一
五
行
⑱
三
〇
巻
二
五
七
頁
下
五
行
三
三
巻
一
〇
二
頁
中
五
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
一
三
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
一
三
行
三
二
巻
七
〇
三
頁
中
一
〇
行
⑲
三
〇
巻
二
五
七
頁
下
一
四
行
三
三
巻
一
〇
二
頁
中
一
四
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
一
五
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
一
五
行
三
二
巻
七
〇
三
頁
中
一
七
行
⑳
三
〇
巻
二
五
八
頁
上
一
行
三
三
巻
一
〇
二
頁
下
一
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
一
八
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
一
八
行
三
二
巻
七
〇
三
頁
中
二
五
行
㉑
三
〇
巻
二
五
八
頁
上
六
行
三
三
巻
一
〇
二
頁
下
六
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
二
〇
行
蔵
八
五
一
丁
Ｂ
二
〇
行
三
二
巻
七
〇
三
頁
中
二
九
行
〈
表
Ⅱ
〉
①
別
訳
雜
阿
含
経
第
三
巻
二
三
張
、
東
国
一
九
巻
二
六
頁
中
、
東
洋
二
一
巻
四
九
九
頁
下
。
②
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
六
張
、　
東
国
一
九
巻
五
一
頁
下
、
東
洋
二
一
巻
五
二
五
頁
上
。
③
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
一
五
張
、
東
国
一
九
巻
五
四
頁
下
、
東
洋
二
一
巻
五
二
八
頁
上
。
六
九
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
④
別
訳
雜
阿
含
経
第
六
巻
一
六
張
、
東
国
一
九
巻
五
五
頁
上
、
東
洋
二
一
巻
五
二
八
頁
中
。
⑤
別
訳
雜
阿
含
経
第
一
六
巻
一
〇
張
、
東
国
一
九
巻
一
五
一
頁
上
、
東
洋
二
一
巻
六
二
四
頁
中
。
⑥
別
訳
雜
阿
含
経
第
一
六
巻
一
一
張
、
東
国
一
九
巻
一
五
一
頁
中
、
東
洋
二
一
巻
六
二
四
頁
下
。
⑦
仏
説
大
安
般
守
意
経
第
一
巻
一
二
張
、
東
国
二
〇
巻
四
八
一
頁
上
、
東
洋
二
三
巻
二
八
二
頁
下
。
⑧
大
楼
炭
経
第
二
巻
一
九
張
、　　
東
国
一
九
巻
四
三
八
頁
下
、
東
洋
二
一
巻
九
一
二
頁
下
。
⑨
鴦
掘
摩
経
第
一
巻
四
張
、　　
東
国
二
一
巻
五
九
九
頁
上
、
東
洋
一
九
巻
一
〇
八
四
頁
下
。
⑩
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
第
二
八
巻
一
九
張
、　
東
国
二
六
巻
二
一
三
頁
中
、
東
洋
二
八
巻
八
四
二
頁
中
。
⑪
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
第
五
三
巻
一
二
張
、　
東
国
二
六
巻
四
〇
四
頁
上
、
東
洋
二
八
巻
一
〇
三
三
頁
上
。
⑫
賢
愚
経
第
一
一
巻
二
二
張
、　　
東
国
二
九
巻
一
一
〇
〇
頁
下
、
東
洋
三
二
巻
八
五
二
頁
中
。
⑬
衆
経
目
録
第
一
巻
一
四
張
、　　
東
国
三
一
巻
六
一
六
頁
中
、
東
洋
三
四
巻
六
一
八
頁
中
。
⑭
大
唐
内
典
録
第
一
〇
巻
二
〇
張
、　
東
国
三
一
巻
七
八
一
頁
中
、
東
洋
三
四
巻
七
八
三
頁
中
。
⑮
大
周
刊
定
衆
経
目
録
第
一
巻
一
四
張
、　
東
国
三
一
巻
七
九
八
頁
中
、
東
洋
三
四
巻
八
〇
〇
頁
中
。
⑯
開
元
釋
教
録
第
三
巻
三
四
張
、　　
東
国
三
一
巻
一
〇
一
二
頁
中
、
東
洋
三
四
巻
一
〇
一
五
頁
下
。
⑰
高
僧
伝
第
三
巻
七
張
、　
東
国
三
二
巻
七
八
七
頁
下
、
東
洋
三
五
巻
九
一
二
頁
中
。
⑱
大
乗
理
趣
経
第
一
〇
巻
四
張
、　
東
国
三
七
巻
三
九
五
頁
中
、
東
洋
四
〇
巻
五
八
八
頁
中
。
⑲
大
乗
理
趣
経
第
一
〇
巻
一
六
張
、　
東
国
三
七
巻
三
九
九
頁
中
、
東
洋
四
〇
巻
五
九
二
頁
中
。
⑳
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
三
巻
一
八
張
、　
東
国
三
七
巻
五
〇
〇
頁
上
、
東
洋
四
〇
巻
六
九
四
頁
下
。
㉑
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
四
巻
二
張
、　
東
国
三
七
巻
五
〇
一
頁
下
、
東
洋
四
〇
巻
六
九
六
頁
中
。
七
〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
㉒
貞
元
新
定
釋
教
目
録
第
二
三
巻
一
張
、　
東
国
三
八
巻
三
四
六
頁
中
、
東
洋
四
一
巻
四
七
三
頁
中
。
㉓
仏
説
発
菩
提
心
破
諸
魔
経
下
巻
四
張
、　
東
国
四
〇
巻
三
三
八
頁
下
、
東
洋
四
三
巻
五
三
九
頁
下
。
〈
表
Ⅲ
〉
①
中
華
大
蔵
経
三
三
巻
二
九
一
頁
中
。
④
中
華
大
蔵
経
三
三
巻
四
五
六
頁
上
。
⑥
中
華
大
蔵
経
三
三
巻
四
五
六
頁
中
。
⑳
中
華
大
蔵
経
六
七
巻
二
四
頁
下
。
㉑
中
華
大
蔵
経
六
七
巻
二
八
頁
中
。
㉒
中
華
大
蔵
経
五
五
巻
八
二
一
頁
上
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
に
「
東
ア
ジ
ア
文
化
の
政
体
性
・
共
有
性
・
拡
張
性
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
韓
国
東
亜
大
学
校
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会
の
発
表
原
稿
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
編
纂
に
つ
い
て
│
そ
の
底
本
（
高
麗
蔵
）
と
校
本
（
萬
暦
蔵
）
を
中
心
と
し
て
│
」
が
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
表
の
機
会
と
、
こ
の
紀
要
掲
載
に
許
可
を
下
さ
っ
た
東
亜
大
学
校
教
授
崔
永
好
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
配
布
の
冊
子
（
韓
国
語
文
・
日
本
語
文
）
の
誤
記
を
直
し
、
参
考
文
献
と
し
て
掲
げ
た
と
こ
ろ
を
注
記
と
し
て
記
載
し
少
し
く
題
目
に
合
わ
せ
て
改
訂
し
ま
し
た
が
骨
子
お
よ
び
出
典
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
発
表
当
日
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
影
印
高
麗
大
蔵
経
の
東
国
大
学
校
本
と
東
洋
仏
典
研
究
会
本
と
を
対
照
さ
せ
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
は
増
上
寺
と
東
国
大
学
校
の
許
可
を
得
て
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
改
め
て
関
係
各
位
に
甚
深
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
　
ま
た
、
昨
年
末
に
『
新
編
大
蔵
経　
成
立
と
変
遷
』（
法
蔵
館
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
合
せ
て
参
照
下
さ
い
。
七
一
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
図
版
①　
『
別
譯
雜
阿
含
經
』
第
三
巻
二
十
三
張
1
東
洋
仏
典
研
究
会
本　
　
　
第
二
一
巻
四
九
九
頁
下　
第
一
行
欠
行
2
東
国
大
学
校
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
九
巻
二
六
頁
中　
第
一
行
存
行
3
増
上
寺
所
蔵
本　
延
享
年
間
補
写
本
・
・
七
二
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
図
版
②　
『
別
譯
雜
阿
含
經
』
第
六
巻
六
張
1
東
洋
仏
典
研
究
会
本
　
第
二
一
巻
五
二
五
頁
上　
第
一
行
存
行
2
東
国
大
学
校
本　
第
一
九
巻
五
一
頁
下　
第
一
行
欠
行
3
増
上
寺
所
蔵
本　
存
行　
・
・
七
三
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
図
版
③　
『
別
譯
雜
阿
含
經
』
第
六
巻
一
五
張
1
東
洋
仏
典
研
究
会
本　
第
二
一
巻
五
二
八
頁
上　
第
一
行
欠
行
2
東
国
大
学
校
本　
第
一
九
巻
五
四
頁
下　
第
一
行
存
行
3
増
上
寺
所
蔵
本　
存
行　
・
・
七
四
仏
教
学
会
紀
要　
二
六
号
図
版
④　
『
別
譯
雜
阿
含
經
』
第
六
巻
一
六
張
1
東
洋
仏
典
研
究
会
本　
第
二
一
巻
五
二
八
頁
中　
第
一
行
欠
行
2
東
国
大
学
校
本　
第
一
九
巻
五
五
頁
上　
第
一
行
存
行
3
増
上
寺
所
蔵
本　
・
・
七
五
影
印
版
大
蔵
経
の
一
二
の
問
題
